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(57)【要約】
【課題】会員を有する仮想店舗から決済を含む全処理を
受託代行するアフィリエイトシステムを提供する。
【解決手段】仮想店舗の主催者の会員データを一括入力
して記憶管理する顧客管理システムと、仮想店舗で販売
する商品のデータを入力して記憶管理する商品管理シス
テムと、仮想店舗で販売された商品の代金と会費とを対
象としてクレジットカード決済処理を実行する決済シス
テムと、商品の紹介者に対して商品情報を提供すると共
に、その商品情報内の誘導リンクを通じて仮想店舗の販
売ページに誘導する手段を有するアフィリエイタ販売管
理システムと、決済システムを通じて決済された商品及
び会費の決済情報及び紹介者に対する報酬情報を売上台
帳データに記録する売上管理システムと、売上台帳デー
タに基づいて所定期間の売上総額及び報酬総額を自動算
出し、主催者の口座及び紹介者の口座へ自動的に振込む
処理を実行する振込管理システムとを備えた構成とする
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
会員を有する仮想店舗の運営管理に関する一連の業務を受託代行する受託代行システムを
含むアフィリエイトシステムであって、
前記代行処理システムに、
前記仮想店舗の主催者の端末から主催者の会員データを一括入力し決済対象の会員データ
として記憶し管理する手段を有する顧客管理システムと、
前記主催者の端末から前記仮想店舗で販売する商品のデータを入力し商品管理データとし
て記憶し管理する手段を有する商品管理システムと、
前記仮想店舗で販売された商品の商品代金と前記決済対象の会員の入会金及び月会費を含
む会費とを対象としてクレジットカード決済の処理を実行する手段を有する決済システム
と、
前記商品を自己サイトで紹介する紹介者に対して前記商品管理データに登録されている商
品情報を提供する手段、及び前記紹介者の紹介ページ上の商品情報に埋め込まれている誘
導リンクを通じて前記仮想店舗の販売ページに誘導する手段を有するアフィリエイタ販売
管理システムと、
前記決済システムを通じて決済された前記商品代金及び前記会費の決済情報を売上台帳デ
ータに自動的に記録し管理すると共に、前記誘導リンクを通じて販売された商品の紹介者
に対する報酬情報を前記売上台帳データに自動的に記録し管理する手段を有する売上管理
システムと、
前記売上台帳データに記録された前記決済情報及び前記報酬情報に基づいて所定期間にお
ける売上総額と報酬総額とを自動的に算出し決定すると共に前記主催者の口座と前記紹介
者の口座とへそれぞれ自動的に振込む振込処理を実行する手段を有する振込管理システム
と、
を備えたことを特徴とするアフィリエイトシステム。
【請求項２】
前記売上管理システムが、前記売上台帳データに基づいて財務諸表のデータを生成する手
段と、前記主催者の端末からの要求に応じて前記財務諸表のデータを出力する手段とを更
に有することを特徴とする請求項１に記載のアフィリエイトシステム。
【請求項３】
前記決済対象の会員は、前記仮想店舗の主催者が経営する教育講座、語学教室、又は学習
塾の生徒を含み、且つ前記会費が当該教育機関で使用される教材の教材費を含むことを特
徴とする請求項１又は２に記載のアフィリエイトシステム。
【請求項４】
前記教材が、前記仮想店舗でダウンロード販売の形態に提供される電子教材を含むことを
特徴とする請求項３に記載のアフィリエイトシステム。
【請求項５】
前記振込管理システムは、前記売上総額と前記報酬総額とを毎月規定された締め日に自動
的に算出して決定すると共に、前記締め日の後の振込指定日に前記振込処理を実行するこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のアフィリエイトシステム。
【請求項６】
前記顧客管理システムが、前記決済対象の会員データの閲覧が可能な顧客管理画面を前記
主催者の端末側に表示する手段と、前記顧客管理画面を通じて入力された入退会の情報に
基づいて前記決済対象の会員データを更新する手段と、を有することを特徴とする請求項
１乃至５のいずれかに記載のアフィリエイトシステム。
【請求項７】
　前記代行処理システムは、カード会社システムと銀行口座振込ファームバンキングシス
テムとにネットワークを介して通信可能に接続されており、前記決済システムが、前記カ
ード会社システムを通じて前記クレジットカード決済の処理を自動的に実行し、前記振込
管理システムが、前記銀行口座振込ファームバンキングシステムを通じて前記振込処理を
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自動的に実行することを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のアフィリエイトシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、会員を有する仮想店舗の運営管理に関する一連の業務を受託代行するコンピ
ュータシステムに関し、特に、アフィリエイト広告機能を有した仮想店舗として完全全自
動で機能する受託代行サービスを提供することが可能なコンピュータシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、新たな広告手法として、アフィリエイト・プログラム（アソシエイト・プログラ
ムとも言う）が注目されており、その広告手法を利用した商品の販売システムが本出願人
により実現されている（例えば非特許文献１参照）。
【０００３】
　アフィリエイト・プログラムとは、ユーザが何らかのトランザクション（商品の購入、
アンケートへの記入、会員登録など）をブラウザにより発生させて初めて広告料がアフィ
リエイトに支払われる成果報酬型の広告配信手法である。アフィリエイト・プログラムで
は、個人や企業のＷｅｂ（ウェブ）サイトやメールマガジンの運営者が、広告主（マーチ
ャント）の広告を自身のサイトに配置し、そのサイトを訪れた訪問客の広告主のＥＣ（El
ectronic　Commerce）サイトへの誘導をはかるようにしている。そして、誘導された訪問
客が広告を経由してＥＣサイトへ進み、サービスや商品の購入、会員申込みなどを達成し
た際に、誘導元のサイトへの成果報酬が発生するようになっている。
【０００４】
　アフィリエイト・プログラムを実施するためには、例えば、ユーザが閲覧したマーチャ
ントサイトを特定し、ブラウザが最終的にトランザクションに関わるイベント（商品購入
指示、アンケート記入、会員登録指示など）を発生させるまでの情報流通経路を追跡（ト
ラッキング）する処理を実行する必要がある。このようなトラッキング処理には、クッキ
ー（Cookie）が利用されている。例えば、販売者のサイトにリンク誘導させるＵＲＬの中
にトラッキング情報（アフィリエイトＩＤのＵＲＬ）を組み込み、その情報を用いてアフ
ィリエイトに対する成功報酬の計算などを行うようにしたものがある（例えば特許文献１
参照）
　ところで、各種教育講座、語学教室、学習塾、など多数の会員または生徒を持っている
主催者（事業主）が会員から入会金や当該教育機関で使用される教材の教材費（書籍や動
画、音声等のダウンロード販売若しくはオンライン通信販売の形態で販売される教材の購
入費）、月会費などを、クレジットカード決済にて徴収したいと考えた場合、その主催者
は、クレジットカード会社の決済アカウントを取得する必要がある。
【０００５】
　しかし、該事業における入会金や教材費、月会費などに対してクレジットカード決済を
利用するには“（通称）役務決済”と言ってリスクが高いとクレジットカード会社は判断
するため、クレジットカード会社の審査が大変厳しくなるのが現状であり、利用できたと
してもリスクが高い決済であるとして決済手数料が通常の決済に比べて、５割増～２倍の
ように高く設定されるのが一般的である。
【０００６】
　このようなケースの時に、主催者の信用力がクレジットカード会社の審査に合格できる
レベルに達していない場合は、当然その主催者はクレジットカード決済を利用することが
できないことになり、もしも運良く利用できたとしても決済手数料が高い場合には事業の
利益を圧迫することになり、主催者の事業運営に多大な影響を及ぼすことになり好ましく
ない。
【０００７】
　中小零細企業や個人事業者等の場合、該事業に対するクレジットカード決済の審査に合



(4) JP 2012-18591 A 2012.1.26

10

20

30

40

50

格するレベルに達しておらず、該事業などにおいてクレジットカード決済を利用できない
ケースがほとんどであり、中堅大手企業以外では、クレジットカード決済を利用できない
のが現状である。
【０００８】
　中小零細企業や個人事業者等が、該事業にてクレジットカード決済を利用できない場合
、銀行振込や銀行口座自動引落などを利用するしかないが、これらの仕組みでは徴収すべ
き会費等の回収率が低く、一般的に２～３割程度の料金が回収できないことで、折角会員
になってもらった会員を失う危険性を常に抱えながら事業運営を行っているのが現状であ
る。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】インフォカート株式会社、“初心者向けの商材から、・・・までアフィ
リエイト統合ASPのインフォカート”、［online］、［平成22年7月7日検索］、〈URL：ht
tp://www.infocart.jp/〉
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００６－１１３８８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　前述のように、中小零細企業や個人事業者等の場合、該事業に対するクレジットカード
決済の審査に合格するレベルに達しておらず、該事業などにおいてクレジットカード決済
を利用できないケースがほとんどであり、中堅大手企業以外では、クレジットカード決済
を利用できないのが現状である。
【００１２】
　仮に、中小零細企業や個人事業者等がクレジットカード決済を利用できるようになった
場合、会費等の回収率が劇的に向上し、原理的には、ほぼ１００％回収ができるようにな
るため、前記の失っていた２～３割の徴収率分だけ収益率が向上するため、該事業を運営
する主催者の経営状況は劇的に良くなる。
【００１３】
　本発明は上述のような事情から成されたものであり、本発明の目的は、会員を有する仮
想店舗から決済を含む全処理を受託代行すると共に、アフィリエイト広告機能を有した仮
想店舗として完全全自動で機能するサービスを提供することが可能な、アフィリエイトシ
ステム（受託代行システム）を提供することにある。
【００１４】
　詳しくは、本発明の目的は、クレジットカード決済を利用できない中小零細企業や個人
事業者などに対してクレジットカード決済を利用可能とすると共に、アフィリエイト販売
システムを活用することにより該事業の活性化と売上の増加を図り、日本の事業者の９割
以上を占める中小零細企業や個人事業者等の経営状態が好転し日本経済に貢献することが
できるアフィリエイトシステム（受託代行システム）を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、会員を有する仮想店舗の運営管理に関する一連の業務を受託代行する受託代
行システムを含むアフィリエイトシステムに関するものであり、本発明の上記目的は、
　前記代行処理システムに、前記仮想店舗の主催者の端末から主催者の会員データを一括
入力し決済対象の会員データとして記憶し管理する手段を有する顧客管理システムと、前
記主催者の端末から前記仮想店舗で販売する商品のデータを入力し商品管理データとして
記憶し管理する手段を有する商品管理システムと、前記仮想店舗で販売された商品の商品
代金と前記決済対象の会員の入会金及び月会費を含む会費とを対象としてクレジットカー
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ド決済の処理を実行する手段を有する決済システムと、前記商品を自己サイトで紹介する
紹介者に対して前記商品管理データに登録されている商品情報を提供する手段、及び前記
紹介者の紹介ページ上の商品情報に埋め込まれている誘導リンクを通じて前記仮想店舗の
販売ページに誘導する手段を有するアフィリエイタ販売管理システムと、前記決済システ
ムを通じて決済された前記商品代金及び前記会費の決済情報を売上台帳データに自動的に
記録し管理すると共に、前記誘導リンクを通じて販売された商品の紹介者に対する報酬情
報を前記売上台帳データに自動的に記録し管理する手段を有する売上管理システムと、前
記売上台帳データに記録された前記決済情報及び前記報酬情報に基づいて所定期間におけ
る売上総額と報酬総額とを自動的に算出し決定すると共に前記主催者の口座と前記紹介者
の口座とへそれぞれ自動的に振込む振込処理を実行する手段を有する振込管理システムと
、を備えることによって達成される。
【００１６】
　さらに、本発明の上記目的は、
　前記売上管理システムが、前記売上台帳データに基づいて財務諸表のデータを生成する
手段と、前記主催者の端末からの要求に応じて前記財務諸表のデータを出力する手段とを
更に有すること、
　前記決済対象の会員は、前記仮想店舗の主催者が経営する教育講座、語学教室、又は学
習塾の生徒を含み、且つ前記会費が当該教育機関で使用される教材の教材費を含むこと、
　前記教材が、前記仮想店舗でダウンロード販売の形態に提供される電子教材を含むこと
、
　前記振込管理システムは、前記売上総額と前記報酬総額とを毎月規定された締め日に自
動的に算出して決定すると共に、前記締め日の後の振込指定日に前記振込処理を実行する
こと、
　前記顧客管理システムが、前記決済対象の会員データの閲覧が可能な顧客管理画面を前
記主催者の端末側に表示する手段と、前記顧客管理画面を通じて入力された入退会の情報
に基づいて前記決済対象の会員データを更新する手段と、を有すること、
　前記代行処理システムは、カード会社システムと銀行口座振込ファームバンキングシス
テムとにネットワークを介して通信可能に接続されており、前記決済システムが、前記カ
ード会社システムを通じて前記クレジットカード決済の処理を自動的に実行し、前記振込
管理システムが、前記銀行口座振込ファームバンキングシステムを通じて前記振込処理を
自動的に実行すること、
によってそれぞれ一層効果的に達成される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、代行処理システムがクレジットカード決済の処理を実行するので、仮
想店舗の主催者がクレジットカードの決済アカウントを自前で取得し維持管理する必要が
無くなる。また、クレジットカード決済の決済アカウントを信用不足で取得できない中小
零細企業や個人事業者であっても会費等の徴収にクレジットカード決済を利用できるよう
になる。
【００１８】
　その結果、会費等の回収率が劇的に向上し、原理的には、ほぼ１００％回収ができるよ
うになり、前述の失っていた２～３割の徴収率分（［背景技術］で述べた２～３割程度の
料金）だけ収益率が向上するため、該事業を運営する主催者の経営状況は劇的に良くなる
。
【００１９】
　また、アフィリエイト広告機能を有した仮想店舗として完全全自動で機能するサービス
を提供することが可能となるので、主催者の事業運営にかかる作業負担がほとんど無くな
り、経費の負担も少なくなる。さらに、受託代行システム側で自動的に売上台帳管理が行
われるので、売上台帳を作成する必要も維持管理する必要も無くなる。
【図面の簡単な説明】
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【００２０】
【図１】本発明に係る受託代行システムの概要を説明するための模式図である。
【図２】本発明に係るアフィリエイトシステムの全体構成を示すブロック図である。
【図３】受託代行システムが備えている各管理システムの構成の一例を示すブロック図で
ある。
【図４】顧客管理システムの処理を説明するための模式図である。
【図５】商品管理システムの処理を説明するための模式図である。
【図６】売上管理システムの処理を説明するための模式図である。
【図７】アフィリエイタ販売管理システムの処理を説明するための模式図である。
【図８】アフィリエイト販売処理の流れを説明するための模式図である。
【図９】振込管理システムの処理を説明するための模式図である。
【図１０】従来の仮想店舗の仕組みと本発明の仕組みとを比較説明するための模式図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の好適な実施形態について、図面を参照しながら以下の順序で説明する。
【００２２】
　１．本発明に係る受託代行システムの概要
　２．受託代行システムの主要な仕組み
　３．受託代行システムにおける課金決済処理の流れ
　４．アフィリエイトシステムの全体構成
　５．受託代行システムにおける主要な処理
　５－１．顧客管理システムにおける会員データの登録管理
　５－２．商品管理システムにおける商品データの登録管理
　５－３．売上管理システムにおける売上データの管理
　５－４．アフィリエイタ販売管理システムにおけるアフィリエイタのデータ管理
　５－５．受託代行システムにおけるアフィリエイト販売処理の流れ
　５－６．受託代行システム内の保持データ
　５－７．アフィリエイタ販売管理システムにおける売上代金及び報酬の算出処理
　５－８．振込管理システムにおける振込データの管理
　５－９．従来の仮想店舗の仕組みとの比較

　《１．本発明に係る受託代行システムの概要》
　先ず、本発明に係る受託代行システムについてその概要を説明する。
【００２３】
　図１は、本発明に係るアフィリエイトシステムの概略構成、及び受託代行システムにお
ける課金決済処理の流れを示す模式図である。なお、本発明で言う「アフィリエイトシス
テム」とは、狭義の意味では、そのシステムの中核となる図１中の受託代行システム３０
のことを言うが、広義の意味では、図１に示される全体のコンピュータネットワークシス
テムのことを言う。
【００２４】
　図１において、受託代行システム３０は、会員を有するＥＣ（Electronic　Commerce）
サイト（以下「仮想店舗サイト」又は「仮想店舗」と呼ぶ）１０の主催者を対象として、
その主催者から決済を含む全処理を受託代行するコンピュータシステムである。
【００２５】
　受託代行システム３０の主要な構成としては、仮想店舗１０で販売された商品の商品代
金と決済対象の会員の入会金及び月会費を含む会費とを対象として、カード会社４１のコ
ンピュータ（以下「カード会社システム４１」と呼ぶ）との間でクレジットカード決済の
処理を実行する決済システム３１と、仮想店舗サイト１０の運営管理に関する一連の業務
処理を実行するアフィリエイト販売システム３２とを備えている。なお、ここで言う「一
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連の業務処理」とは、コンピュータによって自動的に実行される業務処理であり、後述す
る「会員管理、商品管理、売上管理、課金管理、販売管理、振込管理」などの管理業務を
含む各種業務処理のことを言う。
【００２６】
　決済システム３１は、課金対象の会員の会費をクレジットカード決済により自動的に徴
収する手段を少なくとも備えている。
【００２７】
　本実施の形態では、受託代行システム３０は、仮想店舗１０のコンピュータとカード会
社４１のコンピュータ（以下「カード会社システム４１」と呼ぶ）とに、インターネット
等のネットワークを介して通信可能に接続されている。
【００２８】
　図１に示されるアフィリエイタ２は、自身のサイトで主催者の商品を紹介販売すること
で貰える販売マージンを稼ぐ人（紹介者）を指しており、アフィリエイタ２に対しては、
受託代行システム３０からアフィリエイタ用のログイン画面を通じて商品情報が提供され
る。アフィリエイタ２は、その商品情報を用いて自身のサイトで商品をユーザ１に紹介し
、上記商品情報に予め埋め込まれている誘導リンク（ＵＲＬ（Uniform　Resource　Locat
or）リンク）を通じてユーザ１が仮想店舗１０に誘導される。その誘導リンクには、受託
代行システム３０内のコンピュータ（以下「代行処理サーバ」と呼ぶ）が最初のアクセス
先ホストとして設定されており、ユーザ（購入者）１が画面上の商品（誘導リンク）をク
リックすると、受託代行システム３０内の代行処理サーバを介して仮想店舗１０のウェブ
ページ（商品の詳細を解説した商品画面のページ）へジャンプし、ユーザ端末の表示部に
は仮想店舗１０の商品画面が表示されるようにしている。
【００２９】
　本実施の形態では、主催者の全ての販売売上行為は仮想店舗１０上にて実行され、ユー
ザ（会員）１は、主催者の仮想店舗１０上で商品の購入や入会金や月会費の支払いを行う
など、ユーザ１からは受託代行システム３０は見えず、全ての仕組みを主催者が提供して
いるように見える仕組みとしている。なお、その仕組みに係るアドレス変換処理について
は図面を用いて後述する。
【００３０】
　また、本実施の形態では、図１中の決済システム３１とアフィリエイト販売システム３
２は、一つコンピュータシステム（統合又は機能分散された１以上の代行処理サーバから
成るシステム）で構成され、同一システム内で一体化して動作する形態としている。そし
て、仮想店舗１０の運営管理に関するデータ群を受託代行システム３０内のデータベース
に集約して記憶管理し、そのデータベースを用いて課金決済を含む一連の業務処理を実行
する形態としている。
【００３１】
　上記のような動作形態及びデータの管理形態とすることで、仮想店舗１０から見た時に
、外部サービス業者として“受託代行”契約することで、アフィリエイト広告機能を有し
た仮想店舗１０として完全全自動で機能したサービスを提供可能としている。
【００３２】
　詳しくは、本発明においては、会員を有する仮想店舗の主催者に対して受託代行業者が
受託代行システムを提供することで、該主催者がクレジットカード決済にて該事業におけ
る入会金や教材費（書籍や動画、音声等の「ダウンロード販売」及び「オンライン通信販
売」における購入費等）、月会費などの徴収ができる仕組みを提供すると同時に、主催者
の代わりに決済売上に対する売上台帳管理を行い、受託代行業者に対する受託代行システ
ムの利用手数料およびその他支払うべく必要経費（アフィリエイト広告報酬や営業代行手
数料など）を差し引いて、主催者の口座へ自動的に振込むことで、主催者の売上管理など
の煩雑な業務を代行し、主催者が該事業に専念できる仕組みを提供するようにしている。
【００３３】
　［背景技術］で述べたように、一般的に仮想店舗１０で販売行為を行う場合には、ショ
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ッピングカートを外部サービス事業者に申込み、そこで利用するクレジットカード決済の
決済アカウントを主催者自らクレジットカード会社の信用調査に合格して取得することで
、クレジットカード決済を利用するのが常識となっているが、本発明では、ショッピング
カートを申込み、外部サービス事業者として利用するのと同様に、本発明の「受託代行シ
ステム」の利用を申込むことで、それらの全ての仕組みが提供される。
【００３４】
　以下、本発明に係る受託代行システム３０の主要な仕組みについて説明する。
【００３５】
　《２．受託代行システム３０の主要な仕組み》
　ここでは、受託代行システム３０の主要な仕組みについてその概略を説明し、詳細につ
いては仕組み別のシステム構成図を用いて後述する。
【００３６】
　受託代行システム３０は、仮想店舗１０の主催者の会員データを一括入力して決済対象
の顧客データとして記憶管理する。受託代行システム３０は、主催者に対して該会員デー
タの管理を行う顧客管理システムを備えており、全ての会員の情報は、顧客管理システム
の顧客データベース（以下「会員データベース」と呼ぶ）に登録される。顧客管理システ
ムは、主催者の端末からの更新操作に応じて、会員データベース内の会員情報を更新（会
員の削除，追加，修正）する手段を備えており、主催者は、受託代行システム３０が提供
する顧客管理システムを利用して会員の入会や退会などの管理を行う。
【００３７】
　受託代行システム３０は、仮想店舗に出品する商品の情報を保管する商品データベース
を備えており、主催者は、受託代行システム３０側の商品データベースに、会員に提供す
る商品の内容を商品管理データとして登録する。その商品管理データは、例えば、教材や
書籍などの販売商品の他、入会金や月会費などの徴収データで構成される。
【００３８】
　前述の会員データベースに登録されている会員は、受託代行システム３０側の商品管理
データに登録されている教材や書籍（電子書籍や動画、音声等のダウンロード販売および
オンライン通信販売で販売される商品）などの販売商品を購入することができる。
【００３９】
　受託代行システム３０では、商品登録データに登録されている入会金や月会費などの徴
収データに基づき、毎月課金される会員（以下、説明の便宜上「月課金会員」と呼ぶ）に
対してクレジットカード決済にて、入会金や月会費の徴収を行う。
【００４０】
　会員でない一般購入希望者は、会員登録後に教材や書籍などの販売商品を買うことがで
きる（販売商品を購入することができる会員は、月課金会員とは区別される）。
【００４１】
　各種教育講座、語学教室、学習塾、などの会員の情報は、会員データに登録されると共
に、課金会員データにも登録されて、商品管理データに登録されている金額データにより
、利用する商品の入会金の課金と月会費が毎月課金される。
【００４２】
　販売商品と入会金、月会費の区別なく、決済されたものは全て売上台帳データに記録さ
れ、受託代行業者は、毎月の総売上金額から受託代行システム３０の利用料（アフィリエ
イタ２に対する報酬料金を含む利用料）を差し引いた残額を主催者の口座へ振込む。
【００４３】
　以上のような業務処理は、受託代行システム３０によって自動的に実行される。
【００４４】
　《３．受託代行システム３０における課金決済処理の流れ》
　次に、受託代行システム３０における課金決済処理について、図１中の（Ｓ１）～（Ｓ
５）の流れに沿って説明する。なお、ここでは、仮想店舗で購入した商品の代金と会員の
会費（入会金、月会費等）をクレジットカード決済にて自動的に徴収すると共に、それら
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の入金情報を受託代行システム３０が管理する売上台帳データ（仮想店舗の主催者に対応
するファイル）に記録し、その売上台帳データに基づいて当月の仮想店舗への振込額を求
め、当該仮想店舗の主催者の口座に自動的に振込む形態を例として説明する。
【００４５】
　図１において、ユーザ１の端末（パソコン１ａ，携帯端末１ｂ等）から仮想店舗１０の
商品画面を通じて商品の注文（Ｓ１）を受付けた受託代行システム３０は、決済画面をユ
ーザ端末の表示部に表示する。そして、その決済画面を通じて入力されたカード情報（又
は会員ＩＤに対応して登録されているカード情報）に基づき、当該カード会社５のコンピ
ュータとの間でユーザの認証処理をした後、商品代金の課金決済処理を実行すると共に（
Ｓ２）、完了通知（注文受付完了通知）を仮想店舗サイト１０へ送信する。
【００４６】
　受託代行システム３０から完了通知を受信した仮想店舗サイト１０は、完了画面をユー
ザ端末の表示部に表示して通知し、商品の注文受付が完了した旨をユーザ１に知らせる。
【００４７】
　受託代行システム３０では、例えば上記完了通知を仮想店舗サイト１０へ送信する際に
（注文の受付を完了した際に）、その商品が前述の誘導リンクを通じて仮想店舗サイト１
０で販売されたと判定した場合は当該アフィリエイタ２に対する報酬の課金情報を記録す
ると共に、当該商品の決済代金を当該仮想店舗１０の売上額として売上台帳データに記録
する（Ｓ３）。なお、このＳ３の処理は、注文の受付を完了した時点とせずに、即時決済
又はクレジットカード決済に応じて商品代金をユーザの口座から引落とした時点、あるい
は、商品のクーリングオフ期間（キャンセル可能期間）が経過した時点、あるいは、商品
のクーリングオフ期間が経過し且つ商品の返品有効期間が経過した時点としても良い。
【００４８】
　上記商品代金の決済処理及びアフィリエイト報酬の課金処理とは別に、受託代行システ
ム３０では、前述の商品管理データ内の徴収データに含まれる会費情報（入会金や月課金
会員の月会費を含む会費情報）に基づいて、クレジットカード決済による入会金や月会費
の決済処理をカード会社システム４１との間で実行すると共に、その決済代金を当該仮想
店舗１０の売上額として売上台帳データに記録する。
【００４９】
　そして、受託代行システム３０は、毎月規定された〆日に、売上台帳データに記録され
た売上額、及びアフィリエイト報酬の課金情報に基づいて仮想店舗１０に対する振込む金
額、及びアフィリエイタ２（子アフィリエータ及び親アフィリエータ）に対する振込む報
酬額を決定すると共に、上記〆日の後の振込指定日に、当該仮想店舗サイト（主催者）の
指定口座への売上代金の振込処理を実行し（Ｓ４）、更に、当該アフィリエイタ２の指定
口座への報酬額の振込処理を実行する（Ｓ５）。
《４．アフィリエイトシステムの全体構成》
　次に、本発明に係るアフィリエイトシステムの全体構成について説明する。
【００５０】
　図２は、本発明に係るアフィリエイトシステムの全体構成の一例を示すブロック図であ
る。なお、図１と同一構成箇所は同一の符号を付して説明を省略又は簡略化して説明する
。
【００５１】
　図２において、アフィリエイトシステムは、仮想店舗サイト１０と、アフィリエイトサ
イト２０と、受託代行システム３０と、金融機関システム４０と、を含んで構成される。
【００５２】
　アフィリエイトサイト２０は、アフィリエイタ２による商品の紹介ページ２１ａが掲載
されるサイトであり、商品紹介手段２１としては、自分のブログ、メールマガジン、ＳＮ
Ｓ（ソーシャルネットワーキングサービスを提供するサイト）などを利用することができ
る。
【００５３】
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　金融機関システム４０は、図１に示したカード会社システム４１の他に、銀行口座振込
ＦＢシステム（ファームバンキングシステム）４２を含み、受託代行システム３０では、
銀行口座振込ＦＢシステム４２を利用して主催者への売上代金とアフィリエイタ２への報
酬額の自動振込みを行う形態としている。なお、自動振込みの形態としては、売上発生時
と報酬発生時にリアルタイムに自動振込する形態とすることも可能であるが、本実施の形
態では、前述の月課金会員を含む会員登録されたユーザからの売上は、毎月規定された〆
日にひと月の売上総額として集計し、その売上総額から諸経費（本例ではアフィリエイタ
２に対して支払う報酬総額、代行手数料及び振込手数料）を差し引いた金額を振込金額と
して決定し、〆日の後の振込指定日に自動振込みを実行する形態としている。
【００５４】
　ユーザ１の通信端末は、Ｗｅｂブラウザを実装した情報処理端末であり、仮想店舗サイ
ト１０及びアフィリエイトサイト２０のコンピュータと通信可能に接続される。その通信
端末としては、パソコン１ａや携帯端末１ｂ（携帯電話機やスマートフォン等）など、イ
ンターネット接続機能を有する任意の情報処理装置を利用することができる。
【００５５】
　アフィリエイトサイト２０には、アフィリエイタ２の紹介ページ２１ａが掲載され、仮
想店舗サイト１０の商品画面１１上には販売ページ１１ａが掲載される。そして、紹介ペ
ージ２１ａには販売ページ１１ａへの誘導リンクが貼付されており、販売ページ１１ａに
は、決済画面Ｇ１上の決済ページＧ１ａへのリンク（購入リンク）が貼付されている。
【００５６】
　仮想店舗１０の主催者は、好ましい実施の形態では、各種教育機関（例えば各種教育講
座を開催する機関、語学教室、学習塾）など、多数の会員または生徒を持っている事業者
（中小零細企業や個人事業者）である。
【００５７】
　受託代行システム３０は、仮想店舗１０における書籍や動画、音声等から成る教材（以
下「電子教材」と呼ぶ）等のダウンロード販売およびオンライン通信販売の処理を代行し
て実行すると共に、主催者が会員から徴収する代金（入会金、月会費、上記電子教材の教
材費）のクレジットカード決済の処理を代行して実行する手段を備えている。また、主催
者が、教育講座、語学教室、又は学習塾の生徒を持っている主催者の場合は、各生徒を会
員として受講料をクレジットカード決済により徴収する手段を備えている。
【００５８】
　更に、受託代行システム３０は、会員管理、課金管理、商品管理、売上管理、月課金管
理、アフィリエイタ管理など、各種の管理を行うためのデータベース３３を備えている。
《アフィリエイト販売システム３２の構成とデータベース３３の構成》
　図３は、受託代行システム３０内のアフィリエイト販売システム３２が備えている各管
理システムの構成の一例を示すブロック図である。上記各種の管理を行うための管理シス
テムとしては、仮想店舗１０の主催者の端末から主催者の会員データを一括入力し決済対
象の会員データとして記憶し管理する手段を有する「顧客管理システム３２ａ」と、主催
者の端末から仮想店舗１０で販売する商品のデータを入力し商品管理データとして記憶し
管理する手段を有する「商品管理システム３２ｂ」と、決済システム３１を通じて決済さ
れた商品及び会費の決済情報を売上台帳データに自動的に記録し管理すると共に、アフィ
リエイタ２が自己サイト２０で紹介した商品情報に予め埋め込まれている誘導リンクを通
じて販売された商品のアフィリエイタ（紹介者）２に対する報酬情報を売上台帳データに
自動的に記録し管理する手段を有する「売上管理システム３２ｃ」と、を備えている。
【００５９】
　更に、上記商品管理システム３２ｂで管理される商品管理データに基づいて仮想店舗１
０で商品を販売する処理を実行する手段、アフィリエイタ２に対して上記商品管理データ
に登録されている商品情報を提供する手段、及び、前記誘導リンクを通じて仮想店舗の販
売ページに誘導する手段を有する「アフィリエイト販売管理システム３２ｄ」と、上記売
上台帳データに記録された決済情報及び報酬情報に基づいて所定期間における売上総額と
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報酬総額とを自動的に算出し決定すると共に主催者の口座とアフィリエイタ２の口座とへ
それぞれ自動的に振込む振込処理を実行する手段を有する「振込管理システム３２ｅ」と
、を備えている。
【００６０】
　また、データベース３３としては、仮想店舗サイト１０を含むインターネットＷＥＢサ
イトの主催者の会員情報を保管する会員データベース３３ａと、課金対象の顧客の情報を
保管する課金データベース３３ｂと、仮想店舗サイト１０で販売される商品のデータ、及
び月会費を納める会員に提供される月会費商品のデータを保管する商品データベース３３
ｃと、売上台帳データ等を保管する売上データベース３３ｄと、月課金会員の課金データ
を保管する月課金データベース３３ｅと、アフィリエイタ２のデータを保管するアフィリ
エイタデータベース３３ｆと、を備えている。
【００６１】
　なお、これらの各管理システムの名称、各データベースの名称、及び前述の決済システ
ムとアフィリエイト販売システムの名称は、説明の便宜上、名前を付けて機能的に分類し
たものであり、ソフトウェア構成若しくはハードウェア構成を限定するものではない。本
実施の形態では、受託代行システム３０内の各システム３１，３２（３２ａ～３２ｅ）は
同一コンピュータシステム内で完全一体化して動作するシステムである。
【００６２】
　《５．受託代行システムにおける主要な処理》
　以下、各管理システム３２ａ～３２ｅを含む受託代行システム３０における主要な処理
について順次説明する。なお、既に説明した技術的事項については、説明を省略又は簡略
化して説明する。
【００６３】
　《５－１．顧客管理システム３２ａにおける会員データの登録管理》
　先ず、主催者の会員データの登録管理に関する処理について、図４を参照して説明する
。
【００６４】
　仮想店舗サイト１０の主催者は、パソコン等の通信端末から受託代行システム３０内の
顧客管理システム３２ａにログインし、仮想店舗の会員データを顧客管理システム３２ａ
に送信する。その会員データは、エクセル（ＥＸＣＥＬ：登録商標）などの所定の汎用ソ
フトウェアで作成したファイルであり、顧客管理システム３２ａでは、主催者の通信端末
から一括入力した会員データを所定のデータ形式に変換し、主催者を特定する主催者ＩＤ
及び会員を特定する会員ＩＤ等で関連付けて会員データベース３３ａに登録する処理を実
行する。その際、一括入力した会員データのうち、課金する顧客のデータ（課金対象の会
員データ若しくは会員ＩＤのみ）を課金データベース３３ｂに登録する。
【００６５】
　会員データベース３３ａに登録された顧客データは、主催者の通信端末から参照及び更
新が可能となっており、仮想店舗の主催者は、顧客管理システム３２ａにログインして、
顧客管理システム３２ａが提供する顧客管理画面（会員データベース３３ａに保管されて
いる会員データの閲覧が可能な管理画面）を通して会員の入会や退会などの管理を行う。
例えば、入会する会員のデータを顧客管理画面上で入力すると、その会員のデータが会員
データベース３３ａに反映される。また、退会する会員を顧客管理画面上で指定すること
で、その会員のデータが会員データベース３３ａから削除される。その際、関連するデー
タベースも顧客管理システム３２ａによって自動的に更新される。
【００６６】
　《５－２．商品管理システム３２ｂにおける商品データの登録管理》
　次に、主催者の商品データの登録管理に関する処理について、図５を参照して説明する
。
【００６７】
　仮想店舗サイト１０の主催者は、パソコン等の通信端末から受託代行システム３０内の
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商品管理システム３２ｂにログインし、仮想店舗で販売する商品のデータを商品データ登
録画面の案内に従って登録する。
【００６８】
　主催者の通信端末の表示部に表示される商品データ登録画面には、例えば、商品名、提
供価格、商品の解説文、商品画面１１上に表示される商品の写真画像等の入力欄が設けら
れており、主催者は、販売を希望する商品の情報を画面上で入力する。受託代行システム
３０内の商品管理システム３２ｂは、その商品情報（商品の解説文，商品の画像等からな
るＷｅｂページのデータ）を受信し、商品ＩＤを自動的に付与し（例えばシステム固有の
商品番号ｎｎｎを採番）、商品ＩＤ、及び主催者ＩＤ等で関連付けて商品データベース３
３ｃに登録する。その際、商品管理システム３２ｂは、受託代行システム３０内の代行処
理サーバを宛先ホストとした購入ページへのＵＲＬリンクを「購入リンク」として、その
購入リンクを当該商品情報に自動的に貼り付ける処理を実行し、その購入リンク付きの商
品情報を商品データベース３３ｃに登録する。
【００６９】
　商品データベース３３ｃには、（ａ）販売商品（ダウンロード）のデータ（電子書籍の
データ、動画，音声（音楽）のデータ）、（ｂ）販売商品（オンライン通販）のデータ（
各種通販商品のデータ）、（ｃ）月会費商品のデータ（入会金、月会費の課金情報）が商
品ＩＤ等で関連付けて登録される。
【００７０】
　ここで、仮想店舗サイト１０に出品される商品の販売形態と課金形態について説明する
。
【００７１】
　商品の販売形態としては、例えば、電子書籍，動画，音声（音楽）等のデータで構成さ
れるデジタルコンテンツを商品として、仮想店舗サイト１０で注文された商品をユーザ端
末側の記憶部にリアルタイムにダウンロードして販売する「ダウンロード販売」と、上記
デジタルコンテンツが格納された記憶媒体や各教科の教材（紙媒体に印刷された書籍，模
型，工作材料，理科実験器具等）など、仮想店舗サイト１０で注文された実際の物品を商
品として、仮想店舗サイト１０で注文された商品を発送して販売する「オンライン通信販
売」と、がある。
【００７２】
　商品の課金形態としては、商品が仮想店舗サイト１０で販売される都度、その代金が課
金される形態と、入会金と月会費を納める会員（月課金会員）を対象として、商品の販売
料金が所定期間単位（例えば月単位）で課金される形態と、がある。
【００７３】
　本実施の形態では、後者の形態で課金される商品を「月会費商品」と呼び、仮称店舗サ
イト１０では、月会費商品として販売される。月会費商品は、例えば、商品代金が月会費
に含まれるもの、会員用の商品割引料金で販売されるもの、所定数を超えると代金が換算
されて販売されるものなど、所定の料金体系に応じて月課金会員に販売される商品であり
、例えば、月課金会員用の販売ページを介して販売される形態と、会員が選択した商品若
しくは特定の商品を定期的に発送することにより販売される形態とがある。
【００７４】
　《５－３．売上管理システム３２ｃにおける売上データの管理》
　次に、主催者の売上データの管理に関する処理について、図６を参照して説明する。
【００７５】
　受託代行システム３０内の売上管理システム３２ｃでは、仮想店舗サイト１０で販売さ
れた商品の代金、及び、入会金や月会費を含む決済データを主催者ＩＤ及び支払締日の情
報等で関連付けて、当該主催者の売上データとして売上データベース３３ｄ内の売上台帳
データに記録する。
【００７６】
　売上データベース３３ｄに記録された売上台帳データは、主催者の通信端末から参照可
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能及び更新が可能となっている。例えば、仮想店舗の主催者は、売上管理システム３２ｃ
にログインして、現時点までの日別の売上データ、月毎の売上総額、売上の口座振込予定
日、区分毎（商品種類毎，会費種別毎など）の売上集計データなど、売上台帳データに基
づいて作成される各種のデータを通信端末から閲覧することが可能である。また、売上管
理システム３２ｃは、売上台帳データに基づいて財務諸表のデータを生成する機能を備え
ており、主催者の通信端末からの要求に応じて財務諸表のデータを通信端末側に出力可能
としている。
【００７７】
　月課金データベース３３ｅは、前述の月会費商品の課金データ及び月会費等の課金デー
タ（月課金会員に対する課金データ）を保管するデータベースであり、通常の商品（商品
が販売される都度リアルタイムに課金される商品）に対する課金データとは別管理できる
ように、図４に示した課金データベース３３の補助データベースとして用意されている。
【００７８】
　後述するアフィリエイタ販売管理システム３２ｄでは、売上データベース３３ｄ内の売
上台帳データに記録された売上データ及び月課金データベース３３ｅに保管されている月
課金会員に対する入会金や月会費の徴収データ等に基づいて、主催者の売上に関する決済
データを生成し、主催者口座への振込処理を実行する。
【００７９】
　《５－４．アフィリエイタ販売管理システム３２ｄにおけるアフィリエイタのデータ管
理》
　次に、アフィリエイタのデータ管理に関する処理について、図７を参照して説明する。
【００８０】
　アフィリエイタが受け取る報酬としては、（１）アフィリエイタが直接誘導した販売告
知に対する報酬、詳しくは、商品の紹介ページに貼付された誘導リンクを通じて仮想店舗
で当該商品が購入された際に支払われる報酬（アフィリ報酬）と、（２）親アフィリエイ
タの紹介によって会員登録した子アフィリエイタが誘導した販売告知に対して、親アフィ
リエイタに支払われる報酬（２ティア報酬）とがある。
【００８１】
　受託代行システム３０内のアフィリエイタ販売管理システム３２ｄは、アフィリエイタ
として会員登録されたユーザを識別するためのアフィリエイトＩＤ、及び２ティア報酬を
受ける親アフィリエイタを識別するための２ティアＩＤに関連付けて、それぞれ、アフィ
リエイタに対して支払うアフィリ報酬、及びその親アフィリエイタに対して支払う２ティ
ア報酬をアフィリエイタデータベースに記憶し管理する。
【００８２】
　また、アフィリエイタ販売管理システム３２ｄでは、アフィリエイタのログイン画面を
提供する。アフィリエイタは、ログイン画面を通して表示された商品リストの中から好み
の商品を選び、その商品情報（誘導リンクが埋め込まれたデータ）を自分のブログ、メー
ルマガジン、又はＳＮＳの紹介ページに貼り付け、その紹介ページで商品を紹介する。
【００８３】
　《５－５．受託代行システム３０におけるアフィリエイト販売処理の流れ》
　次に、受託代行システム３０におけるアフィリエイト販売処理の流れについて、図８を
参照して説明する。なお、以下の説明では、クッキー機能を有するユーザ端末からのアク
セスを受けた場合を例として説明するが、クッキー機能を持たない携帯端末の場合も受託
代行システム３０内には後述のデータＤ１～Ｄ３がデータリストとして保持されている。
【００８４】
　図８は、アフィリエイト販売処理の流れを説明するための模式図であり、図８中の（Ｐ
１）～（Ｐ５）は処理の流れを示し、図８中の矢印は通信ネットワークを介した情報の流
れを示している。以下、アフィリエイト販売処理の流れを、（Ｐ１）～（Ｐ５）の流れに
沿って説明する。
（Ｐ１）アフィリエイタによる商品の告知
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　アフィリエイタは、前述のように、商品情報（誘導リンクが埋め込まれた画像又はテキ
ストデータ）を自分のブログ等の紹介ページに貼り付け、その紹介ページで商品を告知す
る。
【００８５】
　本実施の形態では、誘導リンクは、ハイパーリンク、若しくはＱＲコード（登録商標）
等の所定の２次元コード内にコード化されたリンクを含み、その誘導リンクは、受託代行
システム３０内の代行処理サーバをアクセス先ホストとし且つ、ＵＲＬの末尾に例えば（
a1）アフィリエイトＩＤと（a2）商品ＩＤ又は主催者ＩＤとを付加した形式のＵＲＬリン
クで構成される。
（Ｐ２）誘導リンク情報の保持
　ユーザ端末１ａの画面上に表示されている商品情報がユーザによりクリックされると、
受託代行システム３０は、ユーザ端末１ａに商品ＩＤ（又は販売者ＩＤ）とアフィリエイ
トＩＤとを記録したクッキー（Cookie）を設定し、その後ブラウザを閉じたり、パソコン
の電源を切ったりしても、クッキーの有効期限までは（例えば設定日から３０日間）は、
この情報が再現されるようにする。
（Ｐ３）アドレス変換
　上記Ｐ２において、誘導リンクがクリックされると、受託代行システム３０は、アクセ
スＵＲＬのアドレス変換手段（誘導処理手段）によって、仮想店舗サイト１０の販売ペー
ジに誘導する。このアドレス変換手段によるＵＲＬのアドレス変換処理について説明する
。
【００８６】
　先ず、アフィリエイトＩＤの取得処理を説明する。
【００８７】
　受託代行システム３０は、ユーザ端末１ａとの間のセッション情報を解析してアフィリ
エイトＩＤが存在するか否かをチェックし、アフィリエイトＩＤが存在すると判定した場
合は、セッション情報からアフィリエイトＩＤを取得し、アフィリエイトＩＤが存在しな
いと判定した場合は、クッキーの内容を読み取り、クッキーからアフィリエイトＩＤを取
得する。
【００８８】
　上記ロジックは、誘導リンクから商品の購入へ移行する際に、アフィリエイトＩＤを取
得継承する時のアフィリエイトＩＤを取得する方法として、セッションとクッキーを切替
えるロジックである。例えば、誘導リンクからブラウザを閉じないで、商品の購入へ直接
移行した場合は、セッションが存在できるため、アフィリエイトＩＤはセッションから取
得する。また、例えば販売者ページのＵＲＬを「お気に入り」などに一旦入れて、後から
商品を購入する場合は、パソコンの電源を切ったり、ブラウザを一旦閉じたりするため、
セッションは切れてしまい、セッション情報が存在しなくなる。その場合は、誘導リンク
読込み時に設定したクッキーを読込み、アフィリエイトＩＤを取得する。
【００８９】
　次に、誘導リンクから商品の販売ページへ移行する際のアドレス変換処理を説明する。
【００９０】
　受託代行システム３０は、先ず、誘導リンク内の引数ＵＲＬを取得し、引数ＵＲＬが空
か否かを判定する。引数ＵＲＬが空でないと判定した場合は、誘導リンクから販売者ペー
ジのＵＲＬを取得し、引数ＵＲＬが空であると判定した場合は、誘導リンクの商品ＩＤ（
又は販売者ＩＤ）に関連付けられて記憶されている販売者ページのＵＲＬを商品データベ
ース３３ｃから取得する。
【００９１】
　そして、アドレス変換手段は、誘導リンクのクリック操作に応答して、該操作元のユー
ザ端末１ａのアクセス先ＵＲＬを、受託代行システム３０のＵＲＬから販売者ページのＵ
ＲＬアドレスに変換することにより、販売者ページのＵＲＬで指定した仮想店舗サイトへ
誘導（ジャンプ）させる。
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（Ｐ４）販売者ページの表示
　販売者ページのＵＲＬへ移動（ジャンプ）すると、ユーザ端末１ａの表示部には、上記
（Ｐ３）のアドレス変換で表示設定された販売者ページが表示される。ユーザは、ユーザ
端末１ａの表示部に表示されている販売者ページ上の購入リンクをクリックすることで当
該商品を購入することができる。
（Ｐ５）決済ページ（課金ページ）の表示
　販売者ページの購入リンクをユーザがクリックすると、受託代行システム３０により決
済ページの画面データがユーザ端末１ａに送信され、決済ページの画面がユーザ端末１ａ
の表示部に表示される。ユーザは、商品を購入する場合は、決済の形態（カード決済、銀
行振込決済など）を選択して、希望した商品を購入する。
【００９２】
　《５－６．受託代行システム内の保持データ》
　以上のような流れで、受託代行システムに誘導され、決済された時には、受託代行シス
テム３０内には、以下のデータＤ１～Ｄ３がデータリストとして保持されている。なお、
購入された商品の代金は一時的に受託代行業者の口座へ振込まれ、その後に主催者及びア
フィリエイタへの支払処理が実行される。その際、受託代行システム３０では、以下のデ
ータリストを用いて、売上代金及びアフィリエイト報酬の支払処理を実行する。
【００９３】
　Ｄ１．誘導された購入者の個人情報（会員データ）
　Ｄ２．上記１項で購入者が商品購入した場合の決済情報と商品情報
　Ｄ３．上記１項で購入者を誘導した“アフィリエイタ”と“２ティア”のＩＤ及び同報
酬額の情報
　上記Ｄ２のデータは、「売上台帳」のデータとして当該仮想店舗のＩＤに関連付けて売
上データベース３３ｄに記録される。
【００９４】
　《５－７．アフィリエイタ販売管理システムにおける売上代金及び報酬の算出処理》
　次に、アフィリエイタ販売管理システム３２ｄにおける売上代金及びアフィリエイト報
酬の算出処理について説明する。
【００９５】
　仮想店舗で販売された商品の売上代金及びアフィリエイト報酬の課金情報はデータベー
ス３３に記録されており、毎月規定された締め日に、仮想店舗に振込む金額とアフィリエ
イタに振込む報酬額が決定される。
【００９６】
　詳しくは、受託代行システム３０内のアフィリエイト販売システム３２は、例えば、仮
想店舗で当該商品が購入された際の商品代金及び課金対象の会員の会費を含むデータを主
催者の売上データとしてデータベース３３内の売上台帳データに記録する手段と、仮想店
舗で購入された当該商品のアフィリエイタに対する報酬のデータを支出データとしてデー
タベース３３内の売上台帳データに記録する手段とを備えており、アフィリエイト販売シ
ステム３２内の振込管理システム３２ｅでは、その売上台帳データに記録されている売上
データ及び支出データに基づいて、所定期間の主催者の売上総額（本例では今月の売上総
額）と、所定期間のアフィリエイタに支払う報酬総額（本例では今月のアフィリエイト報
酬総額）を決定する。
【００９７】
　本実施の形態では、今月のアフィリエイト報酬総額Ａは、以下の数１により求め、仮想
店舗への振込額Ｂは、以下の数２により求めるようにしている。
【００９８】
（数１）
　Ａ　＝　今月のアフィリエイト報酬の総額＋今月の２ティア報酬の総額
【００９９】
（数２）
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　Ｂ　＝　今月の売上総額
　　　　－（今月の売上総額×利用料％）　　：代行手数料の金額計算
　　　　－Ａ
　　　　－振込手数料
　《５－８．振込管理システム３２ｅにおける振込データの管理》
　次に、主催者の振込データの管理に関する処理について図９を参照して説明する。
【０１００】
　振込管理システム３２ｅでは、前述の売上管理システム３２ｅが記録した売上データベ
ース３３ｄ内の売上データと月課金データベース３３ｅ内の課金データを用いて、前記数
２により仮想店舗への振込額を決定する。さらに、月課金データベース３３ｅ内の課金デ
ータ（アフィリエイトＩＤに対応して記憶されているアフィリエイト報酬、及び２ティア
ＩＤに対応して記憶されている２ティア報酬のデータ）を用いて、アフィリエイタ及び親
アフィリエイタへの報酬額を決定する。そして、仮想店舗への振込額、アフィリエイタ及
び親アフィリエイタへの報酬額の各振込データを、締め日の後の振込指定日に、銀行口座
振込ＦＢシステム４２へ転送し、振込みを実行する。
【０１０１】
　このように、受託代行システム３０では、仮想店舗１０（主催者＝商品出品者）への振
込額は、毎月の総売上から受託代行システムの利用料（代行手数料）とアフィリエイト広
告報酬及び振込手数料を差し引いた残額とし、その金額を仮想店舗の口座へ振込む処理を
実行すると共に、アフィリエイトＩＤに対応して記憶されているアフィリエイト報酬を当
該アフィリエイタの口座へ振込む処理を実行し、更に、そのアフィリエイタの親アフィリ
エイタが存在する場合には、２ティアＩＤに対応して記憶されている２ティア報酬を当該
親アフィリエイタの口座へ振込む処理を実行する。
【０１０２】
　《５－９．従来の仮想店舗の仕組みとの比較》
　以上のように、本発明によれば、受託代行システムに仮想店舗の運営を委託することに
よって、主催者の事業運営にかかる負担が大幅に軽減され、更に、クレジットカード決済
を利用できない中小零細企業や個人事業者であってもその決済を利用できるようになり、
事業の活性化と売上の増加を図ることが可能となる。
【０１０３】
　詳しくは、従来の仮想店舗の仕組みでは、クレジットカード会社の信用審査を受けて決
済アカウントを取得し維持管理する必要があり、信用不足で決済アカウントを取得できな
い場合も多々あったのに対し、本発明の仕組みでは、クレジットカードの決済アカウント
を自前で取得し維持管理する必要が無くなる。
【０１０４】
　また、従来の仕組みでは、自ら売上台帳を作成し維持管理する必要があったのに対し、
本発明の仕組みでは、受託代行システム側で自動的に売上台帳管理が行われるので、売上
台帳を作成する必要も維持管理する必要も無くなる。
【０１０５】
　さらに、従来の仕組みでは、アフィリエイト報酬の管理やその支払いに自らの煩雑な作
業が必要であり、また、図１０（Ａ）の模式図に示すように、ショッピングカートのサー
ビスを提供する外部サービス業者やアフィリエイトサービスを提供する外部サービス業者
に委託した場合も、一般に仮想店舗の運営にかかわる各種業務の一部の業務が受託される
だけであったのに対し、本発明の仕組みでは、図１０（Ｂ）の模式図に示すように、受託
先の受託代行システム３０が全機能を具備して且つ完全自動化なので、経費の負担も少な
く、作業負担はほとんど無くなる。
【符号の説明】
【０１０６】
１　ユーザ
１ａ　パソコン（ユーザ端末）
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１ｂ　携帯端末（ユーザ端末）
２　アフィリエイタ（紹介者）
１０　仮想店舗サイト
１１　商品画面
１１ａ　販売ページ
２０　アフィリエイトサイト装置
２１　商品紹介手段
２１ａ　紹介ページ
３０　受託代行システム（アフィリエイトシステム）
３０Ａ　代行処理サーバ  
３１　決済システム
３２　アフィリエイト販売システム
３２ａ　顧客管理システム
３２ｂ　商品管理システム
３２ｃ　売上管理システム
３２ｄ　アフィリエイト販売管理システム
３２ｅ　振込管理システム
３３　データベース群
３３ａ　会員データベース
３３ｂ　課金データベース
３３ｃ　商品データベース
３３ｄ　売上データベース
３３ｅ　月課金データベース
３３ｆ　アフィリエイタデータベース
４０　金融機関システム
４１　カード会社システム
４２　銀行口座振込ＦＢシステム
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